
  　　　　　 　 　 　 　 　  

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 401,448 430,334 338,630 349,933 339,547

8,258

概　算
人件費

12.00 12.00 1.00 1.00 1.00

99,096 99,096 8,258 8,258

269,333 299,053 326,212 341,415 331,032

302,352 331,238

Aの
財源

37,038 38,210 4,160 260 257

0 0 0 0

0 0 0 0

目標 成果 達成状況

26予算案 成果目標の達成状況

H25末
（見込）

H26

331,289

予
算
額

前年度繰越
項目

当初予算 281,160 333,707 330,372 341,675 331,289

306,371 337,263 330,372 341,675

合計 330,372 341,675 331,289

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度 26要求

成果目
標・事業

内容

障害児（者）及びその家族が安心して日常生活又は社会生活が送れるように自立支援医療費を不足なく提供する。

（単位：千円）　

H27
目標

補正予算 25,211 3,556 0

合計（A)

更生医療給付事業 負担金
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）により市
町村が行う更生医療の負担金（1/4）

301,273 321,246 311,099

（予算案）

育成医療給付事業 負担金
障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）により市
町村が行う育成医療の負担金（1/4）

29,099 20,429 20,190

項目 実施方法 H26実施内容
H25 H26

（当初） （要求）

２　障害者支援の充実 実施期間 Ｈ18

目指す姿

現状
更生医療は着実に利用量が伸びており、医療費助成が定着しつつある。
育成医療は平成25年度から全市町村に権限移譲されたが、市町村が円滑な事務運営を行えるよう、県による支援が不可欠である。

県が関与
する理由

障害児の生活能力の向上を図り、児の健全なる育成に寄与する。
身体障害者の障害の除去又は軽減を図り、自立した日常生活と社会生活を営むために必要な医療実施する。

～

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第９３条

（指摘事項等） （対応）

要求からの主な変更点 執行状況を踏まえ、負担金額を減額

事業番号 04 09 09 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 育成医療給付事業・更生医療給付事業 担
当
課

部局 健康福祉部

課・室 障害者支援課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail shogai-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり


